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研究成果の概要：発達期の脳は脆弱であり、化学物質影響科学のターゲットとして極めて重要

である。ラットにおいて連合学習と行動異常の両面を検出する新たな行動毒性試験法を確立し、

ダイオキシン等環境化学物質の低用量曝露を陽性条件として、胎児期から出生直後にかけての

環境中有害化学物質が高次脳機能の発達に及ぼす影響について解析した。ダイオキシン等化学

物質の比較的低用量の曝露により、軽度発達障害を引き起こす可能性が示唆された。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

2007 年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 

2008 年度 4,700,000 1,410,000 6,100,000 

  年度    

  年度    

総 計 19,400,000 5,820,000 25,210,000 

 
 
研究分野：神経毒性学 

科研費の分科・細目：環境学・放射線・化学物質影響科学 

キーワード：有害化学物質、脳神経疾患、社会医学、環境、神経科学 
 
１．研究開始当初の背景 

環境有害因子による健康影響対策におけ
る問題点は、環境中にはいまだ重篤な影響を
引き起こす有害化学物質が現存し、発症まで
の時間が長いなど曝露と影響との関係が捕
らえにくいものが見過ごされる可能性が高
いことである。申請者がこれまでテーマとし
てきた脳機能は、個体差が大きく、基礎科学
としても未解明の点が多く、特に発達期は脆
弱であり不可逆的変化を受けやすいことか
ら、化学物質影響科学のターゲットとして極
めて重要である。しかし健康リスク評価の際
には、神経毒性試験のほとんどすべてが「学

習機能が低下する（可能性がある）」という
一言に終止しているのが現状であり、影響の
軽重が不明確である。 
 残留性有機汚染物質であるダイオキシン
類やポリ塩素化ビフェニル類もこれまで、脳
の性分化異常や学習機能低下が報告されて
きた。しかしわれわれの研究成果から、これ
ら化学物質の低用量曝露の影響は高次機能
に特に顕著にあらわれること、学習障害だけ
でなく、「じっとしていられない」といった
ような情動行動異常も引き起こす、すなわち
軽度発達障害を引き起こす可能性があるこ
とがわかってきた。 
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